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)51( ≦≦llan  となる確率は、 1n 回目まで l 以下の目が出て、 n回目に l の目が出るから 
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6na となる確率は、 1n 回目までの目に関わらず、 6 の目が出ればよいから 
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(解答 1) 漸化式の利用 

n回の試行を終えて、 1n 回目の試行で 2の個数が増える、すなわち 21 na となる確率は 
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すなわち、 1n 回目の試行で n回後から増える 2の個数の期待値は
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(解答 2) 正攻法で解けないことはない 

m 回目に初めて3以上の目が出たとすると、以後 ,, 21  mm aa に 2は現れない。 

m 回目 )2( nm≦≦ に初めて3以上の目が出て、 1m 回目までに 2の目が k 回 )11( mk≦≦ 出る確率は 
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また、 n回目まで 2以下の目だけが出て、 2の目が k 回 )1( nk≦≦ 出る確率は 
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これより、期待値 )(nN は  
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